
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校・国語 

 ・示された条件に沿って書くこと。 

・プラスチックがずっと残ってしまう理由を【本の一部】から探し、【本の一部】の言葉や文を取り上げて 

書けること。 

・引用した本が分かるように書くこと。 

○関連する問題 

  ・Ｈ２５Ｂ２二 参考文献の中から、必要なことが書かれている部分を引用して書く（正答率：26.5％） 

  ・Ｈ２９Ｂ２二 説得するために引用する文章を、参考文献の一部から選択する（正答率：71.1％） 

 

 

 

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと 

ウ 事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い 

たりすること。 

 

 

 

 

「提案する文章を書く」 
～目的や意図に応じ、文章全体の構成や表現を工夫して書く～ 

【出題の趣旨】 
事実と意見とを区別して書くことができるかどうかをみる。 

【千葉県の課題と関連する問題例】 ２ 二 

【解答を導き出すために、子供に気付かせたいポイント】 

【学習指導要領における領域・内容】 

【授業改善例】 

（１）身近な環境問題の解決に向けて提案する文

章を書くことを理解し、読み手が納得して提案

を受け入れることができる文章にするためには

どうしたらよいかを考える。 

（４）話し合ったことをもとに自分の文章

を推敲し、学習の振り返りを行う。 

（２）調べたことをもとに、事実と意見を

区別して提案文を書く。 

（３）書いた文章を友達と読み合い、読

み手に受け入れてもらえる提案文

になっているか、話し合う。 

 



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校・国語 
「提案する文章を書く」（６年） 

～事実と意見とを区別して書く～ 

（１）身近な環境問題の解決に向けて提案する文章を書くことを理解し、読

み手が納得して提案を受け入れることができる文章にするためにはどう

したらよいかを考える。  

 予想される子供の疑問：提案する文章はどのように書けばよいのだろう。 

整理し、焦点化した疑問：読み手に提案を受け入れてもらうためには、何に気を付けたらよいのだろう。 

        〈課題〉事実と意見とを区別して書く力を身に付ける。 

（２）調べたことをもとに、事実と意見を区別して提案文を書く。 

子供の「見方・考え方」：事実と意見とを区別して書くには、どうすればよいのだろう。 

課題解決の視点や方法：事実…出典を示したり、引用したりして書く。 

意見…意見だとわかるように文末等を工夫して書く。 

        〈視点〉出典の示し方、意見の示し方を意識しながら提案文を書く。 

学習指導要領における領域・内容 

〔第 5学年及び第 6学年〕 
B 書くこと ウ 

学習指導要領における領域・内容 

（１） 学習のねらいを確認する。 

（２）モデル文を読み、提案文を書く際に大切にすることにつ

いて話し合う。 

（３）書籍やインターネット等で、自分が課題とする環境 

問題について調べ、「１提案のきっかけ」を書く。 

（４）身近な問題の解決方法を考え、「２提案」 

と「３具体的な解決方法」を書く。 

最近、地球環境に関する話題をよく耳にしますね。身近なと

ころでも、環境問題の解決のために自分たちにできることはな

いでしょうか？解決方法を提案する文章を書き、「○○小 環境

保全プラン」として隣の学校の友達に発信してみましょう。 

１ 

２ 

提案文を書くためのポイントを教師が教えるのではなく、児童自身に

気付かせていくことで、学習への主体性をもたせることにつながります。 

伝えたいことを項目

ごとに分けて書いてい

るね。（構成） 
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意
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） 
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が
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す
。
（
強
調
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事実を示すためには、「出典」や「引用」が重要です。小学

校段階から、著作物の利用に関するルールやマナーを理解さ

せることを意識して指導をすることが大切です。 

 

「提案します わたしたちにできる『△△△ 』」 

１ 提案のきっかけ 
 

２ 提案 

  

３ 具体的な解決方法 

著作物者には「著作権」という権利があります。

出典を示すために、書名や著者、発行者、サイト名

等を必ずメモしておきましょう。 

調べたことを元に、提案や具体的な解決方法を書

きましょう。自分の意見を示す時には、事実と区別

できるように表現に気を付けましょう。 

最近、水を出しっぱなしにしている人が多いけど、何とかで

きないかな…。提案する文章って、どう書けばいいんだろう？ 

新聞記事の内容と自分

の考えを分けて書いてい

るね。（事実と意見） 

提案内容がはっきりしてい

るから、すぐに取り組めそ

う！（具体性） 
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（３）書いた文章を友達と読み合い、読み手に受け入れてもらえる提案文に

なっているか、話し合う。 

主 体 的 に学 ぶ姿 ：友達との共有を通して、互いの提案文への意見や感想を伝え合う。 

考えをつなぐ手立て：提案文を書くためのポイントに関する意見や気付きを取り上げる。 

      〈展開〉提案文の内容を取り上げながら、具体的によいところや改善すべき点を伝え合う。 

（４）話し合ったことをもとに自分の文章を推敲し、学習の振り返りを行う。 

自分の思考の振り返り：提案文を書くときは、読み手にとって納得できる文章を書くことが大切である。 

考えを整理させる視点：事実と意見とを区別して書けたか。 

       〈整理〉参考文献等を引用して事実を書く。意見を示す表現を用いて書く。 

「○○小環境保全プラン」を読み合う活動を行った後、単元での

学びを振り返る活動を行います。身に付けた力などを具体的に記述

させることで、児童の学びを把握することができます。 

〈関連する場面〉 

「ひろがる言葉 六上」教育出版 自分の考えを発信しよう 

「国語 六 創造」光村図書 私たちにできること 

〈関連する問題〉 

 Ｈ２５Ｂ２二 資料の中から引用して書く 

Ｈ２９Ｂ２二 引用する文章を選択する 

（５） 友達と提案文を読み合い、分かりやすい事実の示

し方や相手に伝わる意見の示し方を意識して書けて

いるかを話し合う。 

（６）友達の意見を参考にして自分の文章を 
推敲し、清書する。 

 

自分の言葉で学習のまとめを書く 

友達と互いの提案文について話し合う活動を通し

て、新たな気付きや視点をもつことにつながり、自

分の提案文の推敲に役立てることができます。 

「水は無限だと思っていませんか？」と呼びかけの

言葉があったので、内容にひきつけられたよ。 

「決して～ではありません」という表現が、伝えた

いことを強調しているね。 

振
り
返
り
シ
ー
ト 

提
案
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、「
何
が
問
題
な
の
か
」、「
自

分
は
ど
う
思
う
の
か
」、「
ど
う
解
決

す
れ
ば
よ
い
の
か
」
を
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
事
実
と
意
見
の
示
し
方

を
工
夫
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
わ

か
り
ま
し
た
。 

出典は書いてあるけど、いつの情報かわからない

から「○○年」と示した方がいいんじゃないかな。 

（７）振り返りを行う。 

自分の意見や提案が伝わってよかったです。特に、自分が強調し

たいと思って工夫したところがうまく伝わったのが嬉しかったで

す。出典の示し方で足りないところがあったので、書き足します。 

具体的で身近な問題が書かれているので、解決し

たいと考えたきっかけがよくわかるね。 

「○○小環境保全プラン」が完成しましたね。他の学校の友達の感想が楽し

みですね。この学習を振り返り、自分が工夫したことや大切にしてきたことな

どを書きましょう。 

教師 


